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専修大学広報課

　
大
学
野
球
日
本
一
を
懸
け

て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
第
66

回
全
日
本
大
学
野
球
選
手
権

大
会
（
東
京
ド
ー
ム
な
ど
）

で
、
石
巻
専
修
大
学
硬
式
野

球
部
（
南
東
北
大
学
）
が
健

闘
し
た
。
出
場
は
８
年
ぶ
り

４
度
目
。

　
１
回
戦
を
６
｜
１
で
快

勝
、
２
回
戦
は
０
｜
１
で
惜

敗
し
た
が
、
２
日
間
の
は
つ

ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー
に
、
応

援
席
の
石
巻
専
大
や
専
大
関

係
者
か
ら
惜
し
み
な
い
拍
手

が
送
ら
れ
た
。

　
６
月
５
日
、
共
栄
大
学

（
東
京
新
大
学
）
と
の
１
回

戦
。
１
｜
１
で
迎
え
た
八

回
、
石
巻
専
大
は
伊
藤
甲
斐

内
野
手
（
理
工
３
・
岩
手
県

専
大
北
上
高
）
が
２
塁
打
を

放
ち
勝
ち
越
し
、
こ
の
回
５

点
を
挙
げ
た
。
投
げ
て
は
ル

ー
キ
ー
松
澤
寛
人
投
手
（
人

間
１
・
新
潟
県
糸
魚
川
高
）

が
自
己
最
速
の
１
４
７
㌔
を

出
し
、
４
安
打
１
失
点
に
抑

え
完
投
し
た
。

　
２
回
戦
で
敗
れ
た
た
め
初

の
８
強
入
り
は
な
ら
な
か
っ

た
が
、
１
番
打
者
で
チ
ー
ム

を
引
っ
張
っ
た
主
将
の
小
野

侑ゆ
き

宏ひ
ろ

二
塁
手
（
経
営
４
・
宮

城
県
聖
和
学
園
高
）
は
「
ど

の
チ
ー
ム
よ
り
も
楽
し
む
ぞ

と
い
う
気
持
ち
で
挑
ん
だ
」

と
さ
わ
や
か
な
笑
顔
。
酒
井

健
志
監
督
は
「
全
国
大
会
の

舞
台
に
立
ち
選
手
は
自
信
を

持
っ
た
。
こ
の
経
験
は
今
後

に
生
か
さ
れ
る
は
ず
」
と
語

っ
た
。

　
国
際
交
流
協
定
校
の
カ
ナ

ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
は
今

年
度
初
め
て
、
専
修
大
学
を

拠
点
と
し
た
短
期
の
日
本
訪

問
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

た
。
学
生
16
人
が
５
月
末
か

ら
２
週
間
、
生
田
キ
ャ
ン
パ

ス
国
際
交
流
会
館
に
滞
在

し
、
本
学
学
生
と
の
対
話
や

書
道
な
ど
を
通
し
て
、
日
本

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
か
ら
は

毎
年
、
日
本
語
を
学
ぶ
学
生

が
日
本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｊ
Ｌ
Ｃ
）
に
参
加

し
て
い
る
が
、
今
回
の
短
期

滞
在
は
こ
れ
と
は
別
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
参
加
し
た
の
は

日
本
語
の
基
礎
が
な
い
学
生

が
ほ
と
ん
ど
。
専
大
生
と
の

交
流
を
通
し
て
刺
激
し
合
う

こ
と
が
で
き
れ
ば
と
、
５
月

30
日
、
ト
ー
ク
・
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
場
が
設
け
ら
れ
た
。

　
テ
ー
マ
は
「
食
」。
国
際

交
流
会
館
で
の
寮
内
留
学
に

参
加
し
て
い
る
専
大
生
５
人

が
、
「
学
食
の
１
０
０
円
朝

食
」「
和
菓
子
」「
居
酒
屋
」

な
ど
に
つ
い
て
、
英
語
で
発

表
。
カ
ル
ガ
リ
ー
大
生
も
カ

ナ
ダ
の
食
文
化
や
好
き
な
食

べ
物
に
つ
い
て
話
し
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

　
エ
ド
モ
ン
ド
・
ホ
ー
さ
ん

は
「
と
て
も
楽
し
く
、
日
本

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。
専
大
生
の
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
も
熱
意
が
感
じ
ら

れ
た
」。
発
表
し
た
田
中
翠

さ
ん
（
経
営
３
）
は
「
伝
わ

っ
て
い
る
の
か
不
安
だ
っ
た

が
、
興
味
を
示
し
て
く
れ
て

う
れ
し
く
な
っ
た
」
と
安あ

ん

堵ど

の
笑
み
。

　
中
心
に
な
っ
て
企
画
し
た

松
下
晶
子
さ
ん
（
文
４
）
は

「
今
後
は
語
学
が
堪
能
な
人

も
そ
う
で
な
い
人
も
参
加
で

き
る
交
流
の
場
を
つ
く
っ
て

い
け
れ
ば
」
と
話
す
。

　
松
尾
治
文
学
部
准
教
授
の

指
導
で
書
道
も
体
験
。
初
め

て
の
筆
と
墨
に
感
動
の
様
子

で
「
風
」「
気
」「
父
」「
春
」

な
ど
思
い
思
い
の
書
を
仕
上

げ
て
い
た
。

　
協
定
校
の
短
期
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
は
、
米
サ
ス
ク
ェ
ハ
ナ

大
学
か
ら
も
20
人
が
来
日

し
、
相
撲
部
を
見
学
す
る
な

ど
、
日
本
文
化
に
親
し
ん

だ
。
こ
の
間
、
国
際
交
流
会

館
に
は
Ｊ
Ｌ
Ｃ
参
加
者
と
合

わ
せ
て
過
去
最
多
と
な
る
89

人
の
留
学
生
が
生
活
し
て
い

た
。

　
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
は
１
９
５
３
年

に
ベ
ト
ナ
ム
初
の
歴
史
・
地

理
・
文
学
研
究
所
と
し
て
発

足
。
現
在
は
研
究
所
、
大
学

院
（
社
会
科
学
院
）、
国
立

民
族
学
博
物
館
な
ど
34
の
機

関
を
擁
し
、
国
家
ビ
ジ
ョ
ン

や
開
発
政
策
に
科
学
的
根
拠

を
与
え
る
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
社
会
科
学
院
本
部
は
ハ

ノ
イ
市
の
中
心
部
に
あ
り
学

術
研
究
に
特
化
し
た
図
書
館

を
併
設
し
て
い
る
。
所
属
す

る
ス
タ
ッ
フ
は
２
０
０
０
人

以
上
。

　
本
学
と
の
組
織
間
協
定

は
、
２
０
１
２
年
に
本
学
社

会
科
学
研
究
所
が
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ

東
北
ア
ジ
ア
研
究
所
と
、
社

会
知
性
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

／
社
会
関
係
資
本
研
究
セ
ン

タ
ー
（
15
年
か
ら
同
／
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
研
究
セ
ン
タ
ー
）
が
Ｖ
Ａ

Ｓ
Ｓ
社
会
学
研
究
所
と
締

結
。研
究
者
の
交
流
、
国
際
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
の
開
催
、
委

託
調
査
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
日
越
外
交
関
係
樹
立
40
周

年
に
あ
た
る
13
年
９
月
に

は
、
ハ
ノ
イ
で
国
際
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
と
本
学

社
会
科
学
研
究
所
が
共
同
開

催
。
緊
密
な
友
好
関
係
に
発

展
し
た
。

　
本
年
度
も
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
東
北

ア
ジ
ア
研
究
所
の
所
長
の
来

学
や
、
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
本
部
で
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の

国
際
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

　
本
学
と
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
と
の
包

括
的
な
協
力
協
定
を
提
案
す

る
た
め
に
昨
年
12
月
に
来
学

し
た
フ
ァ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
ド

ゥ
ッ
ク
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
副
院
長
は

「
両
者
の
努
力
と
熱
意
を
通

じ
て
こ
の
提
携
が
さ
ら
な
る

友
好
と
学
術
協
力
に
つ
な
が

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と

コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
る
。

　
ま
た
今
回
の
締
結
に
尽
力

し
た
嶋
根
克
己
人
間
科
学
部

教
授
（
社
会
意
識
論
）
は

育
友
会
定
期
総
会
　
東
平
新
育
友
会
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❷

国
際
経
済
学
科
公
開
講
座
　
世
界
経
済
の
「
今
」
解
説
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❸

学
校
法
人
専
修
大
学
平
成
28
年
度
決
算
概
要
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
❽
❾

国
立
中
山
大
学
生
（
台
湾
）
に
商
学
部
教
授
が
講
義
／

　
　
　
　
　
吹
奏
楽
研
が
生
田
緑
地
で
屋
外
コ
ン
サ
ー
ト
…
…
…
…
…
…
…
…
10

「センディ」LINEスタンプ
配信中

　
専
修
大
学
は
ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
（
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
、

グ
エ
ン
・
ク
ァ
ン
・
ト
ゥ
ァ
ン
院
長
、
ハ
ノ
イ
市
）
と

５
月
17
日
、
国
際
交
流
協
定
を
結
ん
だ
。
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
は

ベ
ト
ナ
ム
政
府
に
直
属
す
る
同
国
最
大
か
つ
最
重
要
の

学
術
研
究
機
関
。
本
学
と
は
す
で
に
二
つ
の
所
属
研
究

所
と
組
織
間
協
定
を
結
ん
で
お
り
、
今
後
は
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や
共
同
研
究
な
ど
の
研
究
者
交
流
を

本
格
的
に
展
開
し
て
い
く
。
ベ
ト
ナ
ム
と
の
国
際
交
流

協
定
は
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
人
文
社
会
科
学

大
学
、
国
民
経
済
大
学
に
次
い
で
３
校
目
。
国
際
交
流

協
定
校
は
17
カ
国
・
地
域
23
大
学
と
な
っ
た
。

日
本
の
食
を
テ
ー
マ
に
語
り
合
っ
た

初
挑
戦
の
書
道
で
「
風
」
を
書
く

石
巻
専
修
大
学
特
集
４
〜
７
面

国際交流協定
組織間の友好関係実る

ベ
ト
ナ
ム
社
会
科
学
院
と
結
ぶ

本学社会科学研究所とＶＡＳＳが共同開催した日越外交関係樹立

40周年を記念する国際シンポジウムの登壇者一同

 ＝2013年９月、ハノイ市ＶＡＳＳ本部

ハノイ市の中心部に建つＶＡＳＳ

本部（左）と併設の図書館

韓 国 檀国大学

中 国
上海大学／西北大学／北京大

学国際関係学院

台 湾 国立中山大学

モ ン ゴ ル モンゴル国立大学

ベ ト ナ ム

ベトナム国家大学ハノイ人文

社会科学大学／国民経済大学

／ベトナム社会科学院

ラ オ ス ラオス国立大学

カ ン ボ ジ ア 王立プノンペン大学

ア メ リ カ

ネブラスカ大学リンカーン校

／サスクェハナ大学／オレゴ

ン大学

カ ナ ダ カルガリー大学

メ キ シ コ イベロアメリカーナ大学

イ ギ リ ス ブリストル大学

アイルランド ダブリン大学トリニティカレッジ

ド イ ツ
マルティン・ルター大学ハレ

・ヴィッテンベルク

ス ペ イ ン バルセロナ大学

フ ラ ン ス リヨン政治学院

オーストラリア ウーロンゴン大学

ニュージーランド ワイカト大学

国際交流協定校（17カ国・地域 23大学）

このほか、４カ国10機関と国際交流組織間協定を結んでいる

専大で日本の魅力に触れる
カルガリー大生　初の短期訪問

健
闘
！
石
巻
専
大
ナ
イ
ン

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権

１回戦を突破し笑顔のナインと酒井監督（右）

＝６月５日、東京ドーム

オープン
キャンパス

入学センターインフォメーション

【神田キャンパス】☎03・3265・6677
【生田キャンパス】☎044・911・0794

申込不要 無料

７.16 
神 田

ＳＵＮ

生田

ＳＡＴ８.５
生田

８.６ ＳＵＮ

生田

８.27 ＳＵＮ

すべて
10：00 ▶ 15：00

「
ベ
ト
ナ
ム
は
政
治
、
経

済
、
文
化
に
お
い
て
重
要
な

パ
ー
ト
ナ
ー
。
Ｖ
Ａ
Ｓ
Ｓ
と

の
提
携
は
、
両
機
関
の
学
術

的
発
展
の
み
な
ら
ず
日
越
両

国
の
友
好
的
な
国
際
交
流
の

発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
だ

ろ
う
」
と
話
し
て
い
る
。


